
再評価結果（平成２８年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：川崎 茂信

事業名 一般国道16号八王子拡幅 事業 一般国道 事業 国 土 交 通 省
はちお うじかくふく

区分 主体 関東地方整備局

起終点 自：東京都八王子市中野上町 延長
とうきょう と はちおう じ し なか の かみちょう

至：東京都八王子市左入町 2.7km
とうきょう と はちおう じ し さ にゅうまち

事業概要

国道16号は東京環状道路とも呼ばれ、横浜市、相模原市、八王子市、さいたま市、千葉市など都心

から30～40km圏の主要な都市を通過する延長約330kmの重要な道路である。八王子拡幅は、交通渋滞の緩

和、安全・快適性の向上、緊急輸送道路ネットワークの確保、土地区画整理事業への寄与を目的とした

延長2.7kmの拡幅事業である。

Ｓ54年度事業化 S36及びS39年度都市計画 S55年度用地着手 S60年度工事着手

決定（S51年度都市計画変

更）

全体事業費 約197億円 事業進捗率 88% 供用済延長 1.7km

計画交通量 33,900～46,700台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) 1.5 26/305億円 103/448億円 平成27年

事 業 費： 22/296億円 走行時間短縮便益： 93/387億円

(残事業) 4.0 維持管理費： 3.7/9.3億円 走行費用減少便益： 9.4/43億円

交通事故減少便益： 0.42/18億円

感度分析の結果

【事業全体】交通量 ：B/C＝ 1.0～1.7（交通量 ±10％）【残事業】交通量 ：B/C＝ 2.8～4.5（交通量 ±10％）

事業費 ：B/C＝ 1.5～1.5（事業費 ±10％） 事業費 ：B/C＝ 3.7～4.4（事業費 ±10％）

事業期間：B/C＝ 1.4～1.5（事業期間±1年） 事業期間：B/C＝ 3.9～4.0（事業期間±1年）

事業の効果等

①交通渋滞の緩和

・国道16号（八王子拡幅区間）の損失時間は約198.7千人時間／年･km。

・2/4車線区間の拡幅整備により、国道16号の交通渋滞の緩和が見込まれる。

②安全・安心な通行の確保

・国道16号（八王子拡幅区間）の死傷事故率は164.6件／億台･kmで特に2/4車線区間は200.9件／億台･km。

・死傷事故率の高い2/4車線区間の拡幅整備により、交通事故の減少が期待される。

③歩行者の安全性確保

・歩行者・自転車の交通量は約5.8千台／日に及ぶ。

・車道と歩行者や自転車の空間が未分離であるため、自歩道の整備により安全性・快適性の向上が期待さ

れる。

④バス定時性の向上

・朝夕を中心とした交通渋滞により2/4車線区間の旅行速度が低下する状況であり、交通渋滞緩和による定

時性の向上が期待される。

⑤交通円滑化による快適性の向上

・国道16号（八王子拡幅区間）の４車線整備により、八王子市中野上町～左入町間の平均旅行速度が上昇

し、八王子市街地と昭島、福生地域との交通円滑化が期待される。

⑥緊急輸送道路の機能強化

・国道16号（八王子拡幅区間）は、第一次緊急輸送道路に指定されており、現道が拡幅されることにより、

震災等の際に消防車や救急車などの消火活動や救命活動を支援し、緊急輸送を円滑に行うための幅員

が確保され、緊急輸送道路の機能確保が図られる。

⑦土地区画整理事業との連携による地域の活性化

・土地区画整理事業と連携した国道16号八王子拡幅の整備により、地域活性化に寄与する。

・八王子市街地から大規模商業施設へのアクセス時間の短縮化等の商業系をはじめとする土地利用の促進

に寄与する。



関係する地方公共団体等の意見

東京都知事の意見：

・国道16号は、都心から30～40㎞圏に位置する首都圏の主要都市間を結ぶ重要な道路であり、第一次緊急

輸送道路に指定されている。対象区間は、中央道の八王子ＩＣと八王子市の中心部を結ぶため、交通が

集中している。

・このため、現在事業中の谷野街道入口南交差点から中野上町交差点間の４車線化は、渋滞の緩和や地域

の安全性、防災性が向上することから、必要な予算を確保し、可能な限り早期開通を図られたい。

・また増加する事業費は可能な限り削減されるように努められたい。

事業評価監視委員会の意見

事業の継続を承認する。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

拡幅区間の4/4車線開通済である左入地区では大型商業施設の進出など郊外型の開発が進んでいる。

八王子拡幅事業の沿線では、土地区画整理事業として平成5年度に中野中央土地区画整理事業、平成6年

度に宇津木土地区画整理事業、平成10年度に中野西地区土地区画整理事業、平成24年度に八王子インター

北土地区画整理事業が事業計画決定されており、まちづくりと連携した整備を進めている。

事業の進捗状況、残事業の内容等

昭和54年度に事業化、用地進捗率100%、事業進捗率88%。平成4年度に八王子IC～左入橋交差点間延長

1.1km、平成11年度に谷野街道入口交差点～八王子IC間 延長0.3km、平成26年4月に中野山王地区の延

長 0.3kmを4/4車線開通。引き続き、残る延長1.0km 2/4車線区間の工事進捗を図る。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

用地の取得は100%完了。引き続き、全線4車線開通に向けた事業促進を図る。

平成28年度：全線延長2.7km 4/4車線開通予定。

施設の構造や工法の変更等

技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に務めながら事業を推進する。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の事業の効果及び進捗状況、関係する地方公共団体等の意見、事業評価監視委員会による審議を踏

まえると、事業の必要性、重要性は高いと考えられる。

事業概要図

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。


